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ABSTRACT 

 

In this research, the viewpoint from the visit to Kobe Japan visitor of the foreigner is inspected for a city plan 
of green space. The sensitivity from an overseas visitor, the ways of city virescence are important matter.  The 
purpose is to be investigated a connection in between “green degree” and “town charm degree”. There is my 
simple question "how about Kobe city's green feel from foreigner".  The Kobe city's green existence is 
considered based on an imaginary evaluation from the SD method from a foreigner. As the result, the visitor 
from the foreign countries finds an element of much hospitality of the town in Kobe and is conscious of 
relations of the existence of the virescence enough. In addition, Asian neighboring countries people may be 
different from a developed countries people in viewpoints of the sensitivity in the green space.  
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１．はじめに 
1.1 研究の背景と目的 
神戸市には，多くの外国人訪問者が観光等を目的と

して来訪する．神戸市立高専においても，国際交流の

活動として，インドネシアやシアトルとの学生間交流

活動やホ－ムスティ等の活動を行っている． 
本研究は，海外から来る外国人にとって，神戸市の

『緑』と街の繋がりや魅力度について，外国人来訪者

意識の上から調査することを目的とする．神戸市では，

２０２５年（平成３７年）を目標年次とし，「緑ととも

に，永遠に生き続ける都市＝緑生都市」を基本理念の

方針とする『グリーンコウベ２１プラン（神戸市緑の

基本計画）』を計画策定している．神戸市の緑の計画と

して，その都市空間形成が，「みどり」，「まち」，「田園」

の３ゾ－ンで構成され，これらを繋ぐことに着目し，

緑空間の将来像を描き，「緑生都市」実現に向けた施策

展開の方向を進めている．１） 
本研究では，緑の都市空間づくりの考え方に，外国

人の訪日来訪者からみた視点を検証し，海外の来訪者 
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からの感性を取り入れる観点を持ち，「緑生都市」神戸

のあり方等を検討する．また，神戸市の街並における

オープンスペース，ガ－デン緑化，身近な緑の意識に

ついても外国人からの意識等を検討し，デザイン都市

神戸，観光都市神戸のあり方の向上の模索を本研究の

期待される結果又はその効果と位置づける． 
1.2 神戸の緑の定義 
『緑』の定義は，一般には，樹木，草花等の植生を

示すものであるが，都市として観るとき，景観法の中

の地区や限定的な規制等を考えるのではなく，神戸市

全体像を吟味する上での指標のあり方が必要と考えた．

即ち，オープンスペースや都市施設等，その『緑』を

含めた都市空間全体を捉えた広い意味合いを持つ存在

の緑空間として，研究の対象を考える．１） 
我が国の都市は，神戸だけに限らず，高度経済成長

期とともに，多くの街が画一統一的な都市計画として

進められたと考える．狭い国土の我が国においては，

地域に個性を持つ創生が必要であり，コンクリ－トの

ビル街や構造物に囲まれた街づくりは，その創意工夫

が今後求められる．成熟期の我が国にとって，都市の

緑化の街への取り込みは，今後積極的に行われるべき

と考える．コンクリ－ト構造物の緑化や緑の回廊造り

等，緑は人間生活空間のうるおいを与える重要な要素

と考え，都市の中に緑の連続的な繋がり空間を持たせ，
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山と海の特色を際立たせることは，神戸市の都市計画

として必要不可欠なものと考える． 
また神戸市は，『陸，海，空』のアクセスにおいて，

最適な立地にある．しかし海外には，沢山の魅力ある

街があることも同時に痛切に感ずる． 
本研究は，海外の人からみた時『神戸はどのような

街に映るのか』という素朴な疑問から検討したいとの

趣旨やその想いがある． 
神戸海上アクセス，神戸空港，新神戸駅から，海外

の人々が，この街に降りた時，『神戸の街に海外の人は

何を観るのだろうか』，それが本研究の動機である． 

 
写真１ JENESYSプログラムにより，神戸市立高専

へ来日したインドネシア留学生 
 

 
写真２ JENESYSプログラムホ－ムスティにおける 
    須磨水族園での様子 
 
２．神戸市における街と緑に関する外国人からみた

アンケ－ト意識調査 
神戸には，多くの観光名所やランドマ－クがある．

本研究では，外国人から神戸市の街の風景，緑の存在

がどのように意識されるかを主にＳＤ法からイメ－ジ

の評価等を基に検討する．その手法として，スライド

風景写真等を用い，各国の外国人被験者にアンケ－ト

調査をすべて英文表記にて行った結果から分析する． 

2.1 被験者（Trialist）とそのプロフィ－ル 
神戸には，多くの来日外国人が在住や訪問をする．

本研究の被験者プロフィ－ル項目として，性別，年齢，

在籍国（出身国），神戸への訪問回数，滞在（延べ）日

数を検討した．具体的に，被験者の協力をお願いした

のは，公立大学法人 神戸市外国語大学の在籍留学生

９名（C3Space（シーキューブスペース Cross-Cultural 
Communication Space）在籍者），及び公益財団法人神戸
国際協力交流センタ－に所属の留学生２名（神戸大学

所属）の計１１名をアンケ－ト調査等の対象者とした． 
表１に被験者の国籍を示す．ベトナム，モンゴル，

ドイツ，フランス，アメリカ，ロシア，中国，韓国と

多くの国々からの結果を得た． 
 

 
写真 3 神戸の緑に関する意識調査を行った 

神戸市外国語大学 C3Spaceでの被験者確認 
 

    表１ 被験者数とその国籍と分類   

 

 
2.2 スライド写真の設定 
神戸市全域の代表的風景を表す２１箇所のイメ－ジ

写真スライドを無料壁紙ダウンロ－ド等から作製した．  
各スライドは，数枚の遠景，中景，近景写真を用い，

その風景箇所におけるイメ－ジをまとめた．また地域

性（エリアカテゴリ－）・モニュメント・対象物の存在

感等もスライド写真内に表現できるように配置・配慮

した． 

発展途上国 Vietnam 1 2

developing nation Mongolia 1

先進国 Germany 1 5

advanced nation France 1

USA 2

Russia 1

ｱｼﾞｱ近隣諸国 China 3 4

Asian Neighboring Countries Korea 1
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2.3 イメ－ジ形容詞の選定とＳＤ法 
本研究は，写真イメ－ジを形容詞等の言葉に５段階

評価を行うことで，潜在的な感性の風景イメ－ジ因子

を抽出するＳＤ法を用いた．ＳＤ法（ Semantic 
Differential method）は言葉でその感性を測定する方法
で，心理学的な測定，意味的構造を明らかにしようと

する目的で用いられる一般的な方法である． 
 
３．ＳＤ法による神戸の風景イメ－ジ因子解析と結果 
3.1 イメ－ジ形容詞への評価 
下記のような質問を３４のイメ－ジ形容詞について，

被験者に５段階評価の回答を求めた． 
Questionnaire Section) 
How do you have feeling through watching this photograph 
(picture)? Please evaluate your feeling score between each 
image next word and photo. 
Example) No1. Image word:『Unified(Unity)』 feeling If 
this photograph does not have 『Unified(Unity)』 at all, 
evaluating score is 1. 
If this photograph has 『 Unified(Unity) 』  slightly, 
evaluating score is 2. 
 If this photograph has 『Unified(Unity)』  normally, 
evaluating score is 3. 
If this photograph has  『 Unified(Unity)』  greatly, 
evaluating score is 4.  
If this photograph has  『Unified(Unity)』 very greatly, 
evaluating score is 5 
今回検討した３４の用いた形容詞を以下に列記する． 
統一観のある（統一性のある）Unified（unity），個性的
な（特有の）Individual（characteristic），近代的なModern，
変化のある Variety，単調な Monotonous，広々とした
Extensive，庶民的な Popular（democratic feeling），人工
的な Artificial，圧迫感のある Mental pressure，男性的な
Masculine atmosphere －Feminine atmosphere，親しみが
ある Friendly feeling（familiarity），潤いがあるMoisture 
(flavor)，心が安らぐ Peaceful feeling，整然としている
Orderly feeling，調和のある Harmony，印象のある
Impression，にぎやかな（活発な）Lively feeling，見晴
らしの良い Distant view ，下町のような Downtown area 
feeling，陽気な（元気のよい）Merry(Cheerful feeling)，
憧れる Longing，住みたい Inhabitable feeling，温かい
Warm-hearted，伝統的な Traditional，興味のある
Interested，お気に入りの Favorites，雄大なMagnificent，
お洒落な Stylish(fashionable)，かっこ良い Cool，明るい
Bright，立体的な Three-dimensional(3D) ，派手な Flashy，
さわやかな Refreshing，魅力的な Charming 
3.2 評価因子と因子負荷量 
形容詞から統合したイメ－ジ因子の抽出するために，

できるだけ多くの観測変数（イメ－ジ形容詞）から，

できるだけ少ない共通因子で抽象的な神戸市における

風景のイメ－ジを説明できる因子を抽出し，緑という

抽象的な定義のスコア－と関連させる分析を通して，

緑の空間的意義を定量的に捉えるのが，本研究の目的

である．被験者の神戸のイメ－ジの中で，緑の空間の

イメ－ジがどのように定量的な立場で位置づけられる

かを模索することで，緑の効果等について検討できる

と考えた． 
今，形容詞イメ－ジの相関行列（各形容詞間の相関

関係）から，被験者の心理的な側面として，幾つかの

因子が共通に働いていると考え，抽象的観測数の多い

ものから，共通因子を引き出し，定量的整理を行う． 
最初に３４形容詞を用いた因子分析から因子負荷量

を算定し，因子数３つを仮定し，因子負荷量が０．８

以上の形容詞を残し選別した．形容詞間相関係数行列

に基づいて因子分析を行うとき，変数の持つ情報量の

大きさは 1 に規準化され，今，総変数が持つ情報量の
大きさ（因子寄与の最大）は形容詞数になる． 
また情報の大きさと分析対象とする相関係数行列の

「固有値」には対応関係があり，因子数を推定する上

において，固有値は共通因子数を決める一つの指標に

なる． 
形容詞群と写真スライド群による因子分析の結果，

共通因子数は算定固有値の結果から，３が妥当なもの

と考えた．３４の形容詞群は，バリマックス回転後の

因子負荷量の大きさから，１６の形容詞に絞り込んだ．

その結果，６０．４％が第１因子となり，第２，第３

因子が続くこととなった．各因子解釈として，形容詞

を統合し，各因子軸に意味を持たせた．第１因子を

Town Hospitality FACTOR，第２因子，第３因子を
Dimensional FACTOR，Structural FACTORと整理した． 
特に神戸市の風景には個性があり，印象的，暖かく，

興味のある Town Hospitality FACTOR が第１共通因子
として強く算出された．表２にその直交回転後の因子

負荷量の算定結果を示す． 
 

表２ 各形容詞の直交回転後の因子負荷量 
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Town Hospitality FACTOR SCOREからみた結果では，
新生田川等のコンクリ－ト河川軸や神戸医療産業都市

の風景のイメ－ジは，その値としてホスピタリティ－

性の弱いものとなった． 
逆に，神戸布引ハ－プ園，有馬温泉，六甲山牧場，

南京町，須磨水族園等の多くの場所でホスピタリティ

－性の強いイメ－ジとなった． 
3.3 Town Hospitality SCOREと緑の必要性の関係 
アンケ－トの次の英文質問から、緑の必要性を定量

化した。 
Questionnaire Section) 
There are 21 pieces of photograph slides. Please answer in 
your opinion while taking a look at each photograph.  
Q) Do you think that there should be enough green in this 
place of the photograph’s area ? Please choose number. 
1. Necessary    2. Normal    3. Not Necessary  
今，上記の英文評価の集計値（図２）から，Town 

Hospitality FACTOR SCOREと緑の必要性の関係性を
調べた． 
図１にその関係性の結果を示す．今，Town Hospitality 

FACTOR SCOREの値が小さいほど，神戸の街として
の風景のイメ－ジとしてのおもてなしの要素と考えた

ホスピタリティ－に富む要素が大きいと解釈される． 
逆に Town Hospitality FACTOR SCOREの値が大きい
ほど，ホスピタリティ－性のない街として，被験者は

そのイメ－ジを捉え，そこには，緑の必要性を感ずる

という関係性が明確になった． 

 
 
図１ Town Hospitality FACTOR SCORE     

と緑の必要性の関係性 

すなわち，多くの海外からの来訪者は，街の空間に

おもてなしの多くの要素を神戸に見つけ，かつその緑

化の空間的存在との関係性を意識しているものと推察

される． 
次に第２，第３因子の影響は小さいものの，両因子

は都市空間や構成的な尺度となり，第２因子の立体的

景観，第３因子の人工的圧迫感に着目し検討すると，

神戸医療産業都市等の現風景は建設途中の発展期でも

あるので，今後その配慮のある推進をすべきと考える． 
高度医療や技術とともに，緑を通した人間の都市・

神戸の姿が計画的に求められると考える．緑の存在と

Town Hospitalityには関係があり，今後の空間設計には，
その感性を考慮した街の計画がされなければならない

ものと考える．本研究では，被験者の数は少ないもの

の，多くの側面の数量デ－タから，緑の存在と街空間

でのおもてなしイメ－ジ要素には関連が定量的にある

ことを検証できたことが大きい成果と考える． 
 

 
 

図２ 緑の必要性の集計結果 
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図３ 訪れたい場所（数字が小さいほど訪れたい） 
 
図３に，訪れたい神戸の場所（期待度）を示す． 
外国人にとって，灘五郷（魚崎郷），布引ハ－プ園， 
有馬温泉街，神戸ポートクルージング，六甲山牧場，

旧居留地，南京街，メリケンパ－クエリア，王子動物

園，須磨水族園等，神戸には多くの場所がその魅力等

を持つ街と考えられている． 
 
４．外国人のオープンスペースに対する認識の結果 
外国人がみたオープンスペースに対する認識の結果

についてもまとめた．先進国の留学生の被験者（欧米

人）にとっては，神戸のオープンスペースは多いもの

とは認識されず，逆に，アジア近隣諸国（中国・韓国）

の被験者には，多いものと認識されており，両極端な

視点を持つことが分かった． 
確かにヨ－ロッパのカフェやレストラン街は，道路

沿いに多くの屋外空間が積極的に利用されている． 
先進国の人にとっては，神戸だけでなく国土の狭い

日本のオープンスペースは，貧弱なものと見えている

ものと考える．図４に，外国人のオープンスペースに

対する認識の結果をまとめた． 
 
５．外国人からの神戸市のイメ－ジにおけるガ－デン 
緑化等の普及意識 
神戸市全体イメ－ジとして，ガ－デン緑化等の普及に

ついて，以下のような質問を行った． 
Q) Do you think that there is a lot of virescence (green of 
house’s garden and green of building’s wall) in the Kobe 
city?  Please choose number→（    ） 

 
図４ 外国人のオープンスペースに対する認識 
（数字が小さいほどオープンスペースが多いと認識） 
 
1.Yes              2. Not Realize         3. No  
 
図５にその結果をまとめ，外国人の緑化等に対する

認識として示した． 
その結果，緑化に対する意識も，オープンスペース

に対する認識と同様に，先進国の被験者（欧米等）に

とっては，神戸の緑化はあまり認識されてはおらず，

逆に，アジア等の近隣諸国（中国、韓国）の被験者と

非常に極端な反転的な結果となった． 
先進国の人にとって，神戸の街は緑化においても，

オープンスペースの評価と同様に，低い意識のものと

なった． 
神戸は山と海が近いことから，河川軸や道路軸等を

緑化回廊とし，街全体が繋がりと溜まりの場所になる

ような計画が必要と考える． 

 

図５ 外国人の緑化に対する認識 
（数字が小さいほど緑化が多いと認識） 
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６．まとめ 
 本研究は，緑の都市の空間づくりについて，外国人

の訪日来訪者からみた検討を行った．その成果として，

海外からの来訪者は，街の空間に多くのおもてなしの

要素を見つけ，かつ緑化の存在との関係を十分に意識

している．また先進国とアジア近隣諸国の被験者は，

オープンスペース等，街の空間における感性的視点が

異なる可能性がある． 
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平成２５年度採択：『デザイン都市神戸の緑に関する

外国人によるＳＤ評価』都市工学科５年吉田莉来 
の両研究生に感謝の意を表します． 
また外務省 JENESYS からの国際交流インドネシア
留学生ホ－ムスティ受け入れ活動 
神戸ＹＭＣＡ国際・奉仕センタ－活動  
北カルフォルニア日本文化コミュニティセンタ－ 
JCCCN第２回 TAKAHASHI YOUTH AMBASSADOR 

FELLOWSHIP PROGRAM参加 
 留学生ホ－ムスティ受け入れ活動等にご協力頂いた

皆様に感謝の意を表します． 
 

 
写真４ JCCCN第２回 TAKAHASHI YOUTH  

AMBASSADOR FELLOWSHIP PROGRAM 
 
参考文献 
１）神戸市「緑の基本計画（グリ－ンコウベプラン）」 
２）神戸国際観光コンベンション協会「Feel KOBE」 
３）デザイン都市神戸 
（http://www.city.kobe.lg.jp/information/project/design/） 

 
写真５ 外務省 JENESYSからの国際交流 
インドネシア留学生ホ－ムスティ受け入れ活動 
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